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国
文
祭
特
集
第
４
弾

　
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
が
、

10
月
４
日
に
開
幕
し
、
北
秋
田
市
内
で
も
市

主
催
事
業
の
「
内
陸
線
ア
ー
ト
」
関
連
の
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
ア
ー
ト
に
触
れ
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
に
阿
仁
河
川
公
園
で
、
関
係
者

や
市
民
の
ほ
か
国
民
文
化
祭
に
携
わ
っ
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
参
加
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

北
秋
田
市
実
行
委
員
会
会
長
の
津
谷
市
長
は

「
今
日
か
ら
国
民
文
化
祭
が
、
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
し
た
。北
秋
田
市
で
は
、内
陸
線
ア
ー

ト
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
縄
文
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
る
。
ア
ー
ト
制
作
を
通

し
て
地
元
の
人
々
と
ふ
れ
あ
い
、
地
元
の
宝

を
掘
り
起
こ
し
て
光
を
当
て
て
い
た
だ
き
た

い
。
期
間
中
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
い

た
だ
き
、
地
元
の
方
に
は
北
秋
田
市
の
発
見

と
誇
り
を
感
じ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
皆
さ

ん
に
は
、
市
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

文
化
を

旅
す
る

国民文化祭あきた2014国民文化祭あきた2014

　 ▲10月５日、阿仁合小学校で行われたバルーンアート

　
10
月
４
日
と
５
日
の
２
日
間
、
阿
仁
合
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
ピ
ッ
チ

ニ
ー
ニ
さ
ん
が
制
作
し
た
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

「
ス
カ
イ
ホ
エ
ー
ル
」
が
、
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
１
０
０

周
年
を
記
念
し
、
約
１
７
０
０
万
円
で
制
作

さ
れ
た
も
の
で
、
全
長
34
ｍ
、
幅
20
ｍ
、
高

さ
23
ｍ
の
ク
ジ
ラ
の
形
を
し
た
ピ
ン
ク
色
と

黒
色
の
熱
気
球
。
来
場
者
は
、
上
空
に
浮
か

ぶ
巨
大
な
ク
ジ
ラ
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、

写
真
に
収
め
よ
う
と
さ
か
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
内
陸
線
ア
ー
ト
」
の
主
会
場
と
な
る
阿

仁
合
地
区
で
は
、
内
陸
線
を
テ
ー
マ
に
し
た

絵
画
・
写
真
作
品
の
公
募
展
覧
会
や
古
民
家

を
会
場
に
し
た
絵
画
や
写
真
展
の
ほ
か
、
４

日
は
阿
仁
根
子
ト
ン
ネ
ル
で
、
ダ
ン
ス
や
音
、

光
で
表
現
す
る
「
根
子
フ
ェ
ス
」、
５
日
に

は
「
根
子
フ
ッ
ト
パ
ス
」
が
行
わ
れ
、
多
く

の
方
た
ち
が
様
々
な
形
で
芸
術
と
文
化
に
触

れ
て
い
ま
し
た
。

　

阿
仁
河
川
公
園
で

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
や
っ
て
き
た

　

巨
大
な
ク
ジ
ラ
が
空
に
出
現

　
内
陸
線
を
テ
ー
マ
に
絵
画
や
写
真
を
募
集

し
た
「
公
募
展
」
の
入
賞
者
が
、
10
月
４
日

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
絵
画
の
部
に
は
50
点
、
写
真
の
部
に
は
45

点
の
合
わ
せ
て
95
点
の
応
募
が
あ
り
、
絵
画

の
部
は
湊
直
義
さ
ん
、
写
真
の
部
は
工
藤
美

咲
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

絵
画
の
部【
共
通
】

最
優
秀
賞　
湊
直
義（
阿
仁
銀
山
）

絵
画
の
部【
小
学
生
低
学
年
】

優
秀
賞
　
片
岡
美
澪（
合
川
北
小
）、柴
田
諭

羅（
大
阿
仁
小
）、佐
藤
尊
正（
大
阿
仁
小
）

優
良
賞　

松
橋
新
太（
大
阿
仁
小
）、相
馬
英

典（
合
川
北
小
）、中
村
咲
愛（
合
川
北
小
）、佐

藤
蓮（
合
川
北
小
）、堀
部
剛
生（
合
川
北
小
）

絵
画
の
部【
小
学
生
中
学
年
】

優
秀
賞
　
小
野
寺
理
人（
合
川
東
小
）、高
橋

陸
空（
合
川
東
小
）、吉
田
優
真（
合
川
東
小
）

優
良
賞　

工
藤
羽
流（
合
川
東
小
）、小
森
美

玲（
合
川
東
小
）、吉
田
華（
合
川
東
小
）、柴
田

梨
夢（
合
川
東
小
）、松
岡
晃
太（
合
川
東
小
）

絵
画
の
部【
中
学
生
】　

優
秀
賞
　
成
田
有
彩
花（
合
川
中
）

絵
画
の
部【
一
般
】

優
秀
賞
　
遠
藤
礼
一（
秋
田
市
）、澤
井
静
江

（
阿
仁
銀
山
）、佐
藤
勝
以（
大
館
市
）

優
良
賞　

加
賀
美
重
子（
阿
仁
吉
田
）、小
塚

光
子（
伊
勢
町
）、中
田
と
し
子（
材
木
町
）、佐

藤
久
夫（
栄
）、河
田
み
ほ
子（
内
幸
町
）

　旧浦田小学校では、アーティスト・日比
野克彦さんの「魚座造船所」の公開や、漫
画家・高橋よしひろさんの「銀牙-流れ星 
銀-」の原画複製作品が展示されています。
また、鷹巣駅前の河哲商店倉庫では、アー
ト展や写真展が行われています。
　11月３日までと開催期間も残りわずかで
すので、まだご覧になっていない方は、ぜ
ひ会場に足をお運びください。

　旧浦田小学校では、アーティスト・日比
野克彦さんの「魚座造船所」の公開や、漫
画家・高橋よしひろさんの「銀牙-流れ星 
銀-」の原画複製作品が展示されています。
また、鷹巣駅前の河哲商店倉庫では、アー
ト展や写真展が行われています。
　11月３日までと開催期間も残りわずかで
すので、まだご覧になっていない方は、ぜ
ひ会場に足をお運びください。

写
真
の
部【
一
般
】

最
優
秀
賞　
工
藤
美
咲（
東
京
都
）

優
秀
賞
　
小
林
旬
子（
綴
子
）、梅
村
千
代（
阿

仁
銀
山
）、藤
川
正
男（
仙
北
市
）

優
良
賞　

嶋
津
輝
一（
八
峰
町
）、土
谷
諄
一

（
秋
田
市
）、佐
藤
成
公（
秋
田
市
）、八
代
恵
子

（
大
館
市
）、小
笠
原
雅
明（
川
井
）

　
受
賞
作
品
を
は
じ
め
、
応
募
さ
れ
た
作
品

は
、
11
月
３
日
ま
で
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化

セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
陸
線
ア
ー
ト
「
公
募
展
」

　

最
優
秀
賞
に
湊
さ
ん
と
工
藤
さ
ん

「おばあの小さな旅」「絆、谷間の操車場」

≪絵画・写真の最優秀作品≫

　▲湊直義さんの絵画 　▲工藤美咲さんの写真

魚座造船所（旧浦田小学校）

　▲船内にあるブランコは老若男女を問わず大好評です

河哲商店倉庫（鷹巣駅前）

　アート展や写真展などを行っています▲
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